



























対する 1）してもらったこと 2）してあげたこと 3）迷惑をかけたこと、
という三つのテーマについて内省し続ける。新聞やテレビなどの日常刺激




















































































































































4）　この 1）から 3）の三つの手続きを人生のその後の段階、「小学校 1 年















































A さんの現在や将来について心配していた。母親はいつも A さんの世話
をしてくれていたが、A さんに対して不満や失望を示すことはなかった。
それでも A さんは母親にとても心配をかけていることがわかっていた。
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